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近世大名は、組織的・人的な活動を通じて多様な文書類を厖大に発生させた。

松代真田家に伝来した七万数千点に及ぶそれらも、支配 。政治・経済・産業・文化

支芸など多岐に亘る内容を有し、過去はもちろん現代・未来を語る上でも欠かせない第
一級のアーカイブズである。

本書は、真田家のアーカイブズを中心に、藩庁の全体構造や各部局の機能などにつ

いて、記録管理の観点から分析を試みたはじめての実践的な研究成果である。

既刊『アーカイブズの構造認識と編成記述』『幕藩政アーカイブズの総合的研究』に

続く、国文学研究資料館の共同研究の成果。
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墨薄路彊轟桑イブズの総合的研究
幕政・藩政文書それぞれの管理・伝来について具体的に検討し、各藩
において文書管理の実務にあたつたものたちへ焦点を当てることで、
幕藩文書管理の歴史に新たな知見を示す。近世から近代へとつながる
アーカイブズ研究にさらなる実証的研究を積み上げる、国文学研究資
料館共同研究の成果。
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・504頁/本体 8,500円 (税別)    ISBN978-4-78421798-4

建薬異難象砲甚鼻媒 家の歴史
中島くなかしま)家は、瀬戸内市邑久町北島に二代玄古が居を構え、今
日(十代祐―)ま で医業を継続している在村医家である。江戸中期より
続く在村医家に残る貴重な書籍・古文書・器物類の解読・分析を通し
て、当家歴代の生涯、研究論文 9篇、史料翻刻 5篇、蔵書目録および
年表を収録。中島家の医業の歩みに光を当てる一書。
レB5判 ・318買/本体 10,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-18264

蕊 晋
朝 鎌 ぽ霜 程 よる風 聞 探 索 活 動 を 欄 こ

水野忠精を題材とした老中の情報収集を軸に、同時代の他の事例も交
えて、幕末期の老中による政治情報収集の実態とその情報内容、さら
にはこれらの扱われ方を実証的に分析することで、基本的な老中の情
報収集ルー トの枠組を明らかにする。
レA5判 。520頁/本体 9,500円 (税別)    ISBN978-4-7842¬ 702-1

皐 難 締
記 録 [全3冊]  

京都大学史料叢書
近世京都の雑色は、所司代・町奉行の下にあつて、町代と並ぶ行政の

支柱となった役人。本記録は、上雑色五十嵐氏の諸記録と、下雑色小
島氏の留書 (日 記)をおさめたもので、「雑色要録」の欠落部分をみ
たすとともに、牢屋敷における日常の生活・管理の様子を具体的にう
かがうことのできる第一級の史料。
>A5判・平均370頁 /各本体 14,000円 (税別)

窪碁擢勲
司法制度の研究

幕府直轄領には旗本を派遣し、幕府法を遵守しながら歴史的土壌かつ

地域性を包含した支配を行なつた。本書では、長崎奉行所で構築され
ていた司法制度のもとでの、長崎奉行の司法的権限に迫つた。また法
の浸透過程と受容した長崎奉行所の法体系を見出し、判例集「犯科帳」
から当時犯罪に関与した人間模様、裁判の実相を明らかにする。
>A5判・504買/本体 5,700円 (税別)    ISBN978-4-7842-1477-8

彗 纏 顧 鰹 蟄 評 催 紫 綽
政 近 代 社 会 形 成 の起 点

永青文庫細川家文書に大量に残された地方行政記録綴「覚帳」や、村
役人層をはじめとする住民の評価・褒賞記録綴 「町在」の系統的分析
を行うことで、19世紀段階の近世行政システムの全容を解明し、さら
にそれらが近代社会の成立や地域の近代化にとつて、どのような前提
条件を提供することになったのかを明らかにする。
>A5判・420買/本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1458-7

瑾 撻 甚 卵
近 郊 の 村 と 百 姓

佛教大学研究叢書22
京都近郊に位置し、公家・寺院領を中心とする相給村落であった山城
国乙訓郡石見上里村 (現・京都市西京区大原野石見、上里)と 、同村
百姓にして公家家来でもあり、庄屋・医師・手習師匠としても活動し
た大島家を研究対象にとりあげ、近世百姓の変容と実態を多面的に明
らかにする。
>A5判・294頁/本体4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1731-1

垂槃ゴ
~カイブズ学序説

文書を単なる文献資料としてのみ扱 うのではなく、「かたち」「かたま
り」「かさなり」の総体として、静態としてだけではなく動態として、
さらに古代から近現代にいたるまでを一貫した観点でとらえる理論的

枠組みを提唱し、それをふまえた本論・補論で、中世・近世にまたが

る個別文書群について論究する。
レB5判 。428頁/本体 13,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-1542-3

文人世界の光琶

紳
響掌引・水木要太郎

久露島浩・高木博志・高橋
水木要太郎(18651938)が 収集した経典・古文書・刷り物・書簡などのコ

レクション全容の復元、他分野に及ぶ資料群の形成過程や収集意図の

もつ歴史的意義の解明を目的とした国立歴史民俗博物館の共同研究の

成果。
レA5判・508頁 /本体 7,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-148卜 5

盗温鮎響
本と幕末外交文書編纂の研究

外交文書の編纂事情、編纂した外交文書集の内容構成、諸本の性格、
また徳)II幕府外国方の編集構想から明治初期外務省の編集組織の確立

過程、太政官における幕末外交文書編纂の開始事情とその後の推移な
ど、広範な第一次史料を駆使してその全容をはじめて具体的に考察。
レA5判・480頁/本体 9,800円 (税別)      ISBN牛 7842-0958-1

※ 小論集 古文書とともに
藤
日本近世政治史研究の泰斗である著者が、研究をはじめたころからご

く近年にいたる間に書いた小論のうち、あまり目にとまらないところ
に収められたもの、入手の困難なものの中で著者の主要な研究の前提、
あるいはその後の展開にかかわる論考を集めた。2012年 3月 の京都大
学退職にあたり、約40年におよぶ研究の軌跡を振り返る。
レA5判・490頁/本体 6.000円 (税別)    ISBN978-4-7842-162卜5

赳 事

蓋堤算蛮行の研究

18世紀末以降、河内国丹南郡岡村 (現藤井寺市)の庄屋を世襲した豪
農・地方名望家が岡国家であり、近世・近代において同家が作成・授
受した「岡国家文書」は、 1万数千点にもおよぶ。近年整理が進めら
れている岡国家文書を多角的に分析 し、畿内における村落と豪農の特
質を経済 。社会構造の観点から解明する。
>A5判・508買/本体 7,800円 (税別)    ISBN978 4-7842-1385-6

17世紀後期から18世紀中期の約100年間の、長崎奉行の職掌や幕府内
における長崎奉行の位置づけの変化、そして長崎奉行自体の特質が変
質してゆく状況を解明し、その背景となる幕府の経済政策の推移や、
日本側の外国人に対する意識の変化などについても考察を加える。

".A5判

・420頁/本体 6,200円 (税別)    ISBN978-4-7842-1339-9

熱 彊儲龍籍[上・下巻]

戦国期以来、京都近郊の伏見街道沿いで地域の有力者として代々続い

た今村家に伝わる文書群の翻刻史料集。上巻には中世～近世、下巻に

は近代の史料を掲載し、文書全点の日録および絵図類の高精細画像と
トレース図30点を収録したCDを両巻に収める。
上巻レ35判・284買/本体 8,800円 (税別)  iSBN978-4-7842-1830-1
下巻レB5判・360頁/本体 9,200円 (税別)  ISBN978-4-7842-1831-8

福【発墾昇
の豪農・名望家と地域社会

19世紀の豪農・名望家と地域社会の関係を、上位権力と都市と取り結
ぶ関係にも留意しながら総合的に検討することにより、近世 。近代移
行期の特質を解明するための地域社会論の提起をする。中核的豪農と
一般豪農の経営レベルの比較、金融活動の分析を中心に、その生業・

営為を近世 。近代を通じて明らかにする。

"A5判

・330頁/本体 6,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1642-0

墓鼻矢B軽
井太一郎と農民たちの近代

農業近代化の過程で重要な役割を果たした「老農」といわれた農事改
良者たちは近代化のなかで忘れられた存在である。除草機 「太一車」
の発明者として知られる中井太一郎について、ライフヒス トリーを丹
念にたどりながら、彼の技術・思想や、その全国巡回を支えた組織・

団体などを明らかにする。
レA5判・388買/本体 7,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-17106

議譴皐慕
農経営と地域社会

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。

電話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます




